
1 (78)

戦
国
時
代
中
期
の
儒
家
、
孟
子
は
滕
に
あ
っ
て
「
為
神
農
之

言
者
許
行
」
の
徒
、
陳
相
と
社
会
的
分
業
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

論
争
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
滕
文
公
上
）
。

論
争
の
相
手
陳
相
は
、
宋
の
人
、
弟
の
辛
と
と
も
に
楚
の
儒

家
で
あ
る
陳
良
に
学
ん
で
い
た
が
、
師
の
死
後
、
文
公
が
「
賢

君
に
し
て
仁
政
を
行
う
」
と
聞
き
、
滕
に
至
っ
た
。
し
か
る
に

こ
の
地
で
も
と
楚
の
人
で
あ
る
が
、
滕
に
移
り
住
み
「
為
神
農

之
言
而
皆
衣
褐
、
梱
履
、
織
席
、
以
爲
食
」
許
行
の
教
え
に
触

れ
、
儒
家
か
ら
許
行
の
徒
に
転
向
し
た
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ

い
て
、
孟
子
は
陳
相
兄
弟
の
師
、
陳
良
を
「
楚
産
」
で
あ
る
が
「
悦

周
公
仲
尼
之
道
、
北
学
於
中
国
、
北
方
之
学
者
、
未
能
或
之
先

也
。
彼
、
所
謂
豪
傑
之
士
也
」
と
評
価
し
つ
つ
、
陳
良
の
死
後

許
行
の
徒
に
転
向
し
た
陳
相
兄
弟
を
「
吾
聞
用
夏
変
夷
者
、
未

｜
は
じ
め
に 孔

子
の
陳
・
察
・
葉
周
遊

ｌ

孔

子

と

河

南

東

部

文

化

Ｉ
聞
変
於
夷
者
也
」
と
非
難
し
て
い
る
。
さ
ら
に
孟
子
は
許
行
を

「
南
蛮
訣
舌
之
人
、
非
先
王
之
道
」
と
し
て
そ
の
言
語
が
「
中
国
」

の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
雅
で
な
い
と
も
非
難
す
る
。
許
行
、
陳

相
の
主
張
へ
の
、
分
業
論
の
観
点
か
ら
の
孟
子
の
批
判
は
的
確

で
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
の
次
元
に
お
い
て
「
蛮
夷
」
の
人

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
悦
周
公
仲
尼
之
道
」
陳
良
に
た

い
す
る
賞
賛
の
う
ち
に
、
ま
た
言
語
の
相
違
を
も
対
象
と
す
る

許
行
へ
の
非
難
の
う
ち
に
、
「
蛮
夷
」
の
文
化
を
一
方
的
に
排

除
す
る
、
孟
子
の
理
由
の
な
い
文
化
的
優
越
感
と
「
中
国
至
上

主
義
」
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
儒
家
の
祖
で
あ
る
孔
子
が
異

文
化
、
と
く
に
楚
文
化
に
ど
の
よ
う
に
接
し
た
の
か
、
に
関
心

を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
孔
子
は
五
十
六
歳

か
ら
六
十
九
歳
に
至
る
晩
年
の
十
五
年
間
（
史
記
・
孔
子
世
家
）
、

祖
国
を
追
わ
れ
、
衛
、
宋
な
ど
の
中
原
、
さ
ら
に
楚
文
化
の
影

響
を
強
く
受
け
て
い
る
察
、
陳
、
葉
の
諸
地
域
を
放
浪
す
る
亡

岡

本

光

生
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史
記
・
孔
子
世
家
に
よ
れ
ば
、
孔
子
は
宋
人
の
子
孫
で
あ
り
、

魯
の
属
邑
、
陳
邑
に
生
ま
れ
た
。
祖
先
の
地
、
宋
は
周
初
に
段

の
後
商
が
封
建
さ
れ
た
地
で
あ
り
、
そ
の
民
も
ま
た
「
段
之
餘

民
」
で
あ
り
（
宋
微
子
世
家
）
、
し
た
が
っ
て
宋
の
文
化
は
段

の
そ
れ
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
・
孔
子
が
生
ま
れ
、

成
長
し
た
魯
も
ま
た
周
初
の
准
夷
の
反
乱
の
伝
承
（
魯
周
公
世

命
生
活
を
お
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
政

治
家
孔
子
に
と
っ
て
は
不
幸
な
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
し
か
し

思
想
家
孔
子
に
と
っ
て
は
一
つ
の
試
練
で
あ
り
、
か
つ
幸
運
で

あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
の
南
方
へ
の

周
遊
中
の
体
験
を
通
し
て
孔
子
は
よ
り
一
層
の
思
想
家
と
し
て

の
成
長
を
と
げ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
は
孔
子
に
と
っ
て

魯
あ
る
い
は
中
原
地
域
と
は
異
な
る
文
化
傾
向
を
有
す
る
地
域

で
の
体
験
、
い
わ
ば
異
文
化
体
験
は
い
か
な
る
意
味
を
有
し
た

体
験
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
こ
う
し
た
問
題
が
、
こ
こ
に
お
い
て

生
ず
る
の
で
あ
る
。

二
魯
人
孔
子
１

段
文
化
と
周
文
化
と
の
境
界
に
位
置
す
る
人
Ｉ

家
）
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
基
層
文
化
は
段
文

化
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
孔
子
は
段
の
文
化
圏
に
成
長
し
た
の

で
あ
り
、
か
れ
の
思
想
は
段
文
化
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
「
礼
記
」
檀
弓
上
に
臨
終
に
さ
い
し
て
「
丘
也
段
人
也
」

と
孔
子
が
述
べ
た
と
さ
れ
る
伝
承
が
み
え
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の

言
葉
が
事
実
で
あ
っ
た
と
す
る
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
こ
う
し

た
言
葉
が
孔
子
の
最
後
の
言
葉
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
と
し
て
伝

承
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
背
後
に
は
、
孔
子
が
段
文
化
と
深
い
か

か
わ
り
を
有
し
て
い
た
と
い
う
認
識
、
そ
し
て
認
識
を
裏
付
け

る
事
実
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
ま
た
、
魯
は
、
太
公
望
呂
尚
の
封
建
さ
れ
た
斉
と
と

も
に
、
周
初
、
東
夷
に
備
え
る
べ
く
、
周
公
の
子
、
伯
禽
が
封

建
さ
れ
た
地
域
で
あ
り
、
周
の
東
方
支
配
の
拠
点
と
し
て
の
性

格
を
有
す
る
。
魯
の
支
配
階
層
は
周
か
ら
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ

り
、
従
っ
て
魯
の
上
層
文
化
は
周
文
化
だ
と
い
え
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
魯
の
文
化
は
上
層
に
周
文
化
が
あ
り
な
が
ら
、
基
層

に
は
段
文
化
が
あ
る
と
い
う
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

り
、
孔
子
は
こ
う
し
た
文
化
の
二
重
構
造
の
な
か
で
そ
の
思
想

形
成
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

「
論
語
」
に
「
子
日
、
甚
突
、
吾
衰
也
。
久
美
、
吾
不
復
夢

見
周
公
也
」
（
述
而
）
と
あ
る
の
は
、
か
え
っ
て
か
れ
が
若
い
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こ
ろ
し
ば
し
ば
周
公
を
夢
み
た
こ
と
を
語
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

「
周
監
於
二
代
、
郁
郁
乎
文
哉
。
吾
従
周
」
（
八
借
）
と
周
文
化

へ
の
あ
こ
が
れ
を
語
り
、
費
に
拠
っ
て
魯
に
反
し
た
公
山
不
擾

が
孔
子
を
招
い
た
と
き
、
「
吾
其
為
東
周
乎
」
と
語
っ
た
（
陽

貨
）
。
こ
う
し
て
孔
子
は
周
文
化
へ
の
あ
こ
が
れ
を
し
ば
し
ば

語
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
に
魯
文
化
の
二
重
構

造
を
孔
子
が
一
身
に
引
き
受
け
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
で
あ
る

》
ハ
ノ
Ｏ言

う
ま
で
も
な
く
、
孔
子
に
と
っ
て
周
文
化
の
本
質
は
形
式

に
で
は
な
く
、
精
神
に
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
か
れ
は
「
礼
云

礼
云
、
玉
帛
云
乎
哉
。
樂
云
樂
云
、
鐘
鼓
云
乎
哉
」
（
陽
貨
）

と
い
う
の
で
あ
り
、
周
文
化
に
憧
慢
を
抱
く
が
ゆ
え
に
、
周
文

化
の
形
式
の
み
を
踏
襲
す
る
魯
の
上
層
文
化
の
現
状
に
は
む
し

ろ
批
判
的
で
あ
っ
た
。
「
論
語
」
に
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ

う
（
》
○

子
入
大
廟
毎
事
間
。
或
日
、
執
謂
郷
人
之
子
知
禮
乎
。

入
大
廟
毎
事
問
。
子
聞
之
日
、
是
禮
也
。
（
八
借
）

仕
官
し
始
め
た
こ
ろ
の
経
験
を
孔
子
が
弟
子
た
ち
に
語
り
、

弟
子
た
ち
も
ま
た
印
象
深
く
感
じ
、
そ
の
談
話
を
記
録
に
留
め

た
の
で
あ
ろ
う
。
大
廟
の
礼
の
一
こ
ま
一
こ
ま
を
確
認
す
る
孔

子
を
あ
る
人
が
「
執
謂
郷
人
之
子
知
禮
乎
。
入
大
廟
毎
事
問
」

と
椰
楡
す
る
。
父
が
魯
の
属
邑
郷
の
役
人
を
し
て
い
た
こ
と
に

も
と
づ
き
、
孔
子
を
「
郭
人
之
子
」
、
す
な
わ
ち
魯
の
基
層
文

化
の
な
か
で
育
っ
た
「
田
舎
者
」
と
か
ら
か
う
の
で
あ
る
。
か

れ
に
た
い
し
孔
子
は
大
廟
の
礼
の
一
こ
ま
一
こ
ま
を
確
認
す
る

こ
と
こ
そ
「
是
禮
也
」
と
切
り
返
す
。
あ
な
た
こ
そ
、
礼
の
精

神
を
考
え
ず
、
無
自
覚
に
か
つ
習
慣
的
に
魯
の
上
層
文
化
の
な

か
に
埋
没
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
あ
な
た
の
な
か
の
周
文

化
は
完
全
に
形
骸
と
化
し
て
い
る
で
は
な
い
か
、
と
反
駁
す
る

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
郵
人
之
子
」
な
る
が
ゆ
え
に
、
周
文

化
の
精
髄
た
る
「
礼
」
を
始
原
に
立
ち
返
っ
て
捉
え
、
そ
の
根

源
の
精
神
そ
の
も
の
を
再
確
認
し
、
継
承
し
よ
う
と
し
て
い
た

孔
子
の
姿
、
「
郷
人
之
子
」
な
る
が
ゆ
え
に
周
文
化
を
「
異
文

化
」
と
し
て
対
自
的
に
捉
え
て
い
た
孔
子
、
し
か
も
そ
う
し
た

立
場
に
つ
い
て
自
覚
的
で
あ
っ
た
孔
子
の
姿
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。五

十
六
歳
の
と
き
、
魯
か
ら
衛
に
亡
命
し
、
そ
の
後
、
中
原

の
衛
、
宋
お
よ
び
楚
文
化
の
影
響
下
に
あ
る
陳
、
察
、
葉
の
諸

三
孔
子
と
楚
文
化
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国
を
弟
子
た
ち
と
と
も
に
十
五
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
周
遊
し

た
孔
子
は
、
陳
、
察
、
葉
の
諸
国
で
こ
れ
ま
で
経
験
し
な
か
っ

た
よ
う
な
特
異
な
諸
体
験
を
し
た
。
以
下
に
お
い
て
そ
の
諸
体

験
の
具
体
的
様
相
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
そ
の
体
験
が
孔
子
の

思
想
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

陳
、
察
、
葉
な
ど
南
方
諸
国
で
の
周
遊
に
お
い
て
、
孔
子
は

こ
れ
ま
で
経
験
し
な
か
っ
た
二
種
類
の
思
想
的
体
験
を
し
た
。

そ
の
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
隠
者
」
と
の
遭
遇
、
対
決
で
あ
り
、

（

一

）

他
の
一
つ
は
牧
畜
共
同
体
の
民
衆
倫
理
と
の
接
触
で
あ
る
。

南
遊
中
孔
子
が
い
わ
ゆ
る
「
隠
者
」
に
遭
遇
し
、
か
れ
ら
と

思
想
的
対
決
を
し
た
伝
説
が
「
論
語
」
微
子
篇
に
三
章
に
わ
た

っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
章
は
孔
子
と
「
隠
者
」
と
の

対
決
が
次
第
に
深
ま
っ
て
い
く
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
史
実
を

忠
実
に
記
述
し
た
も
の
と
は
か
な
ら
ず
し
も
言
え
な
い
が
、
し

か
し
「
隠
者
」
と
の
遭
遇
、
対
決
が
南
遊
中
の
孔
子
一
行
に
と

っ
て
重
要
な
思
想
的
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
三
章
か
ら

う
か
が
わ
れ
る
。

以
下
に
お
い
て
、
こ
の
三
章
を
一
連
の
物
語
と
し
て
と
ら
え
、

そ
こ
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
孔
子
と
「
隠
者
」
と
の
対
決
の
様
相

を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
孔
子
は
楚
の
狂
接
輿
に
遭
遇
す
る
。
か
れ
の
生
業
は

明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
家
族
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
も
明

ら
か
で
は
な
い
。
か
れ
は
「
鳳
号
鳳
今
，
何
徳
之
衰
。
往
者
不

可
諫
。
来
者
猶
可
追
。
已
而
已
而
。
今
之
従
政
者
殆
而
」
と
歌

い
な
が
ら
走
り
去
る
。
こ
う
し
た
韻
文
を
歌
う
と
い
う
こ
と
か

ら
考
え
れ
ば
、
か
れ
は
生
産
に
従
事
せ
ず
、
ま
た
家
族
も
持
た

な
い
孤
独
な
放
浪
の
詩
人
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
孔
子
は

車
か
ら
お
り
て
「
欲
與
之
言
」
が
、
し
か
し
、
か
れ
は
「
趨
而

避
之
・
不
得
與
之
言
」
、
す
な
わ
ち
対
話
を
拒
否
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
孔
子
一
行
は
長
沮
・
桀
溺
と
遭
遇
す
る
。
こ
の
遭
遇

を
「
論
語
」
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

長
沮
桀
溺
、
網
而
耕
。
：
・
日
．
：
且
而
與
其
從
畔
人

之
士
也
，
豈
若
從
辞
世
之
士
哉
。
纒
而
不
畷
。
子
路
行
以

告
。
夫
子
慨
然
日
，
鳥
獣
不
可
與
同
群
。
吾
非
斯
人
之
徒

而
與
誰
與
。
天
下
有
道
，
丘
不
與
易
也
。
（
微
子
）

こ
の
二
人
は
「
世
を
畔
け
」
、
「
網
而
耕
」
、
「
纒
而
不
綴
」
、

す
な
わ
ち
農
耕
に
従
っ
て
い
る
が
、
二
人
一
組
で
耕
し
て
い
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
か
れ
ら
は
と
も
に
家
族
を
持
た
ず
、
共
同

生
活
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
孔
子
は
「
吾
非
斯
人
（
長

沮
・
桀
溺
）
之
徒
」
と
し
て
明
確
に
か
れ
ら
の
仲
間
に
な
る
こ

と
を
拒
否
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
根
拠
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
は
い
な
い
。
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孔
子
と
「
畔
世
之
士
」
と
の
思
想
上
の
対
決
が
よ
り
明
確
に

現
れ
て
い
る
の
は
、
荷
篠
丈
人
と
遭
遇
し
た
さ
い
の
故
事
で
あ

う
（
や
Ｏ

子
路
從
而
後
。
遇
丈
人
以
荷
篠
。
．
：
丈
人
日
，
四
鰐

不
動
，
五
穀
不
分
。
執
為
夫
子
。
植
其
丈
而
芸
。
子
路
拱

而
立
。
止
子
路
宿
。
殺
難
為
黍
而
食
之
。
見
其
二
子
焉
。

明
日
子
路
行
以
告
。
子
日
，
陰
者
也
。
使
子
路
反
見
之
。

至
則
行
突
。
子
日
，
不
仕
無
義
。
長
幼
之
節
，
不
可
慶
也
。

君
臣
之
義
，
如
之
何
其
腰
之
。
欲
潔
其
身
而
乱
大
倫
。
君

子
之
仕
也
，
行
其
義
也
。
道
之
不
行
，
已
知
之
芙
。
（
微
子
）

な
お
原
文
で
は
「
不
仕
無
義
」
以
下
が
子
路
の
言
葉
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
朱
子
、
金
谷
治
、
宮
崎
市
定
に
し
た
が

（

一

一

）

っ
て
孔
子
の
言
葉
と
し
た
。

こ
こ
で
荷
篠
丈
人
は
「
不
仕
無
義
」
と
孔
子
に
批
判
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
君
臣
関
係
の
外
に
あ
っ
て
農
耕
に
従

事
し
、
し
か
し
「
止
子
路
宿
。
殺
難
為
黍
而
食
之
。
見
其
二
子

焉
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
定
住
し
家
族
を
持
っ
て
か

な
り
豊
か
な
自
給
自
足
の
経
済
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
し
か
も
孔
子
を
農
耕
し
な
い
存
在
、
労
働
し
な
い
存
在
の

典
型
と
し
て
「
四
鵲
不
動
，
五
穀
不
分
」
と
批
判
し
て
い
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
君
臣
関
係
の
外
に
あ
る
と
い
う
ば
か
り
で
な

く
、
君
主
が
働
か
な
い
存
在
で
あ
る
が
故
に
君
主
そ
の
も
の
を

否
定
す
る
論
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
批
判
に
対
し
孔

子
は
か
れ
を
「
隠
者
」
と
呼
び
、
さ
ら
に
「
欲
潔
其
身
而
凱
大

倫
」
と
し
て
か
れ
の
生
き
方
を
批
判
す
る
。
な
ぜ
な
ら
か
れ
は
、

家
族
生
活
の
み
を
生
活
と
考
え
、
家
族
を
超
え
た
人
間
関
係
の

な
か
で
、
す
な
わ
ち
君
臣
と
い
う
社
会
関
係
の
な
か
で
生
き
る

こ
と
を
拒
否
す
る
。
孔
子
に
あ
っ
て
は
、
人
間
は
家
族
関
係
の

中
で
生
き
る
存
在
で
あ
る
と
と
も
に
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
の

中
で
生
き
る
存
在
で
も
あ
る
。
家
族
を
持
ち
な
が
ら
社
会
と
の

か
か
わ
り
を
拒
否
す
る
荷
篠
丈
人
こ
そ
孔
子
に
あ
っ
て
も
っ
と

も
拒
否
す
べ
き
存
在
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
さ
に
こ
の
こ
と

が
「
隠
者
」
と
の
遭
遇
の
最
終
章
で
は
っ
き
り
と
提
示
さ
れ
た

と
い
え
よ
う
。

荷
篠
丈
人
は
家
族
を
持
ち
、
農
耕
に
従
い
つ
つ
、
し
か
も
世

を
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
自
給
自
足
の
生
活
を

営
み
つ
つ
、
「
四
贈
不
動
」
存
在
、
財
を
生
産
し
な
い
存
在
を

否
定
す
る
思
想
傾
向
を
示
す
人
々
は
楚
文
化
圏
に
広
く
存
在
し

て
い
た
。

「
墨
子
」
魯
問
篇
に
よ
れ
ば
、
魯
の
南
鄙
の
人
、
お
そ
ら
く

は
呉
か
ら
の
移
住
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
呉
慮
は
「
冬
陶
夏

耕
，
自
比
於
舜
」
生
活
を
営
み
、
「
義
耳
，
義
耳
。
焉
用
言
之
哉
」
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と
墨
子
の
言
論
活
動
、
言
い
換
え
れ
ば
生
産
に
か
か
わ
ら
な
い

活
動
を
批
判
す
る
。
呉
慮
の
生
産
活
動
の
具
体
的
内
容
は
、
か

れ
の
批
判
に
墨
子
が
「
濯
嘗
盧
耕
而
食
天
下
之
人
美
。
盛
，
然

後
當
一
農
之
耕
，
分
諸
天
下
，
不
能
人
得
一
升
粟
。
籍
而
以
為

得
一
升
粟
，
其
不
能
飽
天
下
之
飢
者
．
既
可
暗
美
。
窪
嘗
盧
織

而
衣
天
下
之
人
美
。
盛
、
然
後
當
一
婦
人
之
織
、
分
諸
天
下
，

不
能
人
得
尺
布
。
籍
而
以
為
得
尺
布
、
其
不
能
暖
天
下
之
寒
者
、

既
可
賭
芙
」
と
答
え
て
い
る
こ
と
か
ら
推
量
す
れ
ば
、
「
男
が

耕
し
、
女
が
紡
ぐ
」
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
呉
盧
は
人
の
経

済
活
動
を
そ
の
よ
う
に
と
ら
え
、
「
焉
用
言
之
哉
」
と
し
て
「
労

働
し
な
い
人
」
、
直
接
に
は
言
論
活
動
す
る
墨
子
を
否
定
す
る

の
で
あ
る
が
、
先
の
引
用
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ま
た
「
故

濯
以
為
雌
不
耕
而
食
飢
，
不
織
而
衣
寒
，
功
賢
於
耕
而
食
之
，

織
而
衣
之
者
也
」
と
あ
る
よ
う
に
呉
盧
を
論
破
す
る
墨
子
も
ま

た
人
の
経
済
活
動
を
「
男
が
耕
し
、
女
が
紡
ぐ
」
活
動
と
し
て

の
み
と
ら
え
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
呉
盧
の
立
場
は

長
沮
・
桀
溺
、
荷
篠
丈
人
と
同
じ
立
場
に
立
つ
の
で
あ
り
、
し

か
も
か
れ
を
批
判
す
る
墨
子
も
ま
た
同
じ
立
場
に
立
つ
の
で
あ

う
（
》
Ｏ楚

か
ら
滕
に
移
住
し
た
許
行
は
「
衣
褐
、
梱
履
、
織
席
、
以

爲
食
」
し
、
か
れ
の
弟
子
陳
相
も
ま
た
「
滕
君
則
誠
賢
君
也
。

雌
然
未
聞
道
也
。
賢
者
與
民
並
耕
而
食
、
饗
喰
而
治
」
と
し
て

「
君
民
並
耕
」
を
主
張
し
、
「
労
働
し
な
い
人
」
の
存
在
を
否
定

し
、
孟
子
と
論
争
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
陳
相
は
論
争
の
最

後
に
「
百
工
之
事
、
固
不
可
耕
且
為
也
」
と
認
め
る
。

か
く
し
て
許
行
の
生
産
活
動
と
消
費
生
活
の
過
程
に
他
者
の

労
働
が
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
主
観
的
に
は
自
給

自
足
の
生
活
を
営
ん
で
い
る
と
考
え
る
許
行
の
経
済
活
動
が
客

観
的
に
は
分
業
体
制
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
る
の
で
あ
る
が
、
続
け
て
孟
子
は
、
「
治
天
下
濁
可
耕
且
為

與
。
有
大
人
之
事
。
有
小
人
之
事
。
：
．
勢
心
者
治
人
。
勢
力

者
治
於
人
。
治
於
人
者
食
人
。
治
人
者
食
於
人
」
と
し
て
支
配

ｌ
被
支
配
関
係
の
成
立
も
ま
た
分
業
体
制
に
よ
っ
て
説
明
し
、

「
勢
心
者
」
す
な
わ
ち
「
不
勢
力
者
」
、
「
耕
さ
な
い
人
」
に
固

有
な
労
働
と
し
て
「
治
人
」
こ
と
を
あ
げ
る
。
「
治
人
」
こ
と

も
ま
た
「
勢
心
」
す
る
労
働
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
記
述
を
み
て
く
る
と
き
、
自
給
自
足
の
生

活
を
営
む
許
行
、
孔
子
と
対
決
し
た
長
沮
・
桀
溺
、
荷
篠
丈
人

が
と
も
に
楚
人
で
あ
り
、
墨
子
と
対
決
し
た
呉
盧
が
「
魯
之
南

鄙
人
」
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
思
想
傾
向
が
楚

文
化
圏
に
広
く
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
す
る
か
ら
で

あ
る
。
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「
論
語
」
子
路
篇
に
孔
子
と
葉
公
子
高
と
の
二
篇
の
対
話
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
「
葉
公
問
政
。
子
日
，
近
者
説
。

遠
者
來
」
と
い
う
対
話
に
つ
い
て
は
「
墨
子
」
耕
柱
篇
に
「
葉

公
子
高
，
問
政
於
仲
尼
日
，
善
為
政
者
若
之
何
。
仲
尼
對
日
，

善
為
政
者
，
遠
者
近
之
，
而
菖
者
新
之
」
と
あ
り
、
墨
子
は
「
葉

公
子
高
未
得
其
問
也
。
仲
尼
亦
未
得
其
所
以
對
也
」
と
批
判

し
て
い
る
。
「
墨
子
」
に
こ
う
し
た
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
、

孔
子
と
葉
公
子
高
と
の
対
話
が
か
な
り
人
々
の
関
心
を
集
め
た

こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
こ
こ
で
は
わ
れ
わ
れ
は
、
所
謂
直
躬
故

事
に
か
か
わ
る
対
話
を
問
題
に
し
て
み
た
い
。

「
論
語
」
に
よ
れ
ば
、
羊
を
「
撰
」
ん
だ
父
を
直
躬
が
「
證
」

し
た
、
と
葉
公
が
孔
子
に
語
っ
た
の
に
た
い
し
、
孔
子
が
「
吾

黛
之
直
者
異
於
是
。
父
為
子
陰
。
子
為
父
隠
。
直
在
其
中
芙
」

と
答
え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
解
釈
は
、
こ
こ
に
父
子

関
係
と
君
臣
関
係
の
相
克
を
見
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

「
左
伝
」
哀
公
十
六
年
、
十
七
年
に
み
え
る
言
動
に
も
と
づ
く

か
ぎ
り
、
葉
公
子
高
は
い
わ
ゆ
る
「
法
家
」
的
君
主
で
は
な
い
。

か
れ
は
「
周
仁
之
謂
信
、
率
義
之
謂
勇
」
と
言
い
、
「
棄
徳
従
俗
、

其
可
保
乎
」
と
言
い
、
「
天
命
不
謡
。
令
尹
有
憾
於
陳
。
天
若

亡
之
，
其
必
令
尹
之
子
是
與
」
と
天
命
を
信
じ
、
血
縁
の
継
続

性
を
重
ん
ず
る
。
ま
た
「
国
人
」
か
ら
は
「
國
人
望
君
如
望
慈

父
母
焉
。
．
：
國
人
望
君
如
望
歳
」
と
さ
れ
る
。
葉
公
は
む
し

ろ
儒
家
的
君
主
だ
と
い
え
る
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
孔
子
は
か
れ

と
会
話
を
か
わ
し
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
き
、
直
躬
故
事
を
法
家
的
君
主
対

孔
子
、
君
臣
関
係
と
父
子
関
係
と
の
相
克
と
い
う
図
式
で
理
解

す
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
。
直
躬
が
牧
畜
民
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
慮
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
を
牧
畜
共
同
体
の
民
衆
倫
理
１

１
迷
い
込
ん
だ
羊
を
我
が
物
と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
許
さ
れ
れ

ば
、
そ
の
牧
畜
共
同
体
は
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
し
ま
う
で
あ

ろ
う
Ｉ
と
農
耕
共
同
体
の
民
衆
倫
理
と
の
対
立
が
直
躬
故

事
の
背
後
に
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
牧
畜

民
と
の
遭
遇
も
魯
あ
る
い
は
中
原
で
は
経
験
し
え
な
い
こ
と
で

あ
っ
た
。

孔
子
は
南
遊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
関
係
そ
の
も
の
を

否
定
す
る
「
隠
者
」
と
接
触
し
、
ま
た
牧
畜
民
と
も
接
触
し
た
。

こ
う
し
た
経
験
は
、
南
遊
の
さ
な
か
の
、
あ
る
い
は
南
遊
を
終

え
て
魯
に
帰
国
し
た
後
の
孔
子
の
思
索
に
、
特
に
周
文
化
の
本

質
に
か
か
わ
る
洞
察
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ

う
か
、
最
後
に
こ
の
問
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。

（
二
「
古
代
河
南
的
牧
畜
ｌ
関
干
《
論
語
・
子
路
篇
》
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若
年
の
こ
ろ
、
す
で
に
魯
の
既
成
上
層
文
化
に
違
和
感
を
抱

い
て
い
た
孔
子
は
、
五
十
六
歳
か
ら
の
十
五
年
間
の
亡
命
、
諸

国
周
遊
生
活
の
な
か
で
孔
子
は
、
段
文
化
と
も
周
文
化
と
も
異

な
る
楚
文
化
に
接
触
し
た
。
そ
し
て
、
楚
文
化
と
の
接
触
の
な

か
で
孔
子
は
魯
の
既
成
文
化
ば
か
り
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
中
原

諸
国
、
換
言
す
れ
ば
、
中
国
の
既
成
文
化
に
違
和
感
を
抱
く
と

と
も
に
、
周
文
化
の
本
質
の
実
現
を
地
理
的
な
意
味
で
の
「
中

国
」
を
越
え
た
、
理
念
に
お
け
る
「
中
国
」
に
求
め
る
に
至
っ

た
。
以
下
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
か
れ
の
夷
狄
に
た
い
す
る

態
度
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
。

四
孔
子
と
夷
狄

的
直
躬
故
事
」
（
「
河
洛
文
化
與
間
台
文
化
」
中
国
河

洛
文
化
研
究
会
編
河
南
人
民
出
版
社
二
○
○
八
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
二
）
朱
子
「
論
語
集
註
」
、
金
谷
治
「
論
語
」
（
岩
波
文
庫
）
、

宮
崎
市
定
「
論
語
の
新
研
究
」
（
岩
波
書
店
）
の
該
当
章

を
参
照
さ
れ
た
い
。

八
偵
篇
に
「
夷
狄
之
有
君
、
不
如
諸
夏
之
亡
也
」
（
八
慣
）

と
あ
る
。
こ
の
章
に
つ
い
て
皇
疏
は
「
此
章
重
中
国
賤
蛮
夷

也
。
．
：
夷
狄
雌
有
君
主
而
不
及
中
国
無
君
也
。
孫
緯
日
諸
夏

有
時
無
君
、
道
不
都
喪
。
夷
狄
、
強
者
為
師
。
理
同
禽
獣
」
と

す
る
。
こ
の
解
釈
は
中
国
が
夷
狄
よ
り
優
れ
て
い
る
、
と
い
う

命
題
を
自
明
の
前
提
と
し
た
う
え
で
な
さ
れ
た
解
釈
で
あ
る

が
、
邪
疏
も
ま
た
「
夷
狄
雛
有
君
而
無
礼
義
。
中
国
雌
偶
無
君
、

若
周
召
共
和
之
年
、
而
礼
義
不
廃
」
と
し
て
同
様
の
前
提
に
た

っ
た
解
釈
を
し
て
い
る
。

朱
子
は
そ
の
よ
う
な
解
釈
と
は
異
な
っ
て
「
伊
氏
日
、
孔
子

傷
時
之
乱
而
歎
之
也
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
有
君
の
夷

狄
よ
り
も
無
君
の
夏
の
ほ
う
が
当
然
に
も
ま
さ
っ
て
い
る
」
と

い
う
前
提
は
な
く
、
そ
の
点
か
ら
す
る
と
「
中
国
至
上
主
義
」
、

「
自
文
化
中
心
主
義
」
の
傾
向
は
弱
ま
っ
て
い
る
。

日
人
伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七
〜
一
七
○
五
）
の
「
論
語
古
義
」

は
、
こ
の
章
で
孔
子
は
「
無
君
の
夏
は
有
君
の
夷
狄
に
劣
る
」

と
述
べ
た
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

今
諸
夏
礼
義
之
所
在
、
而
曾
夷
狄
之
不
若
、
則
其
為
変

亦
甚
突
。
：
．
雌
周
衰
道
腰
、
礼
楽
残
鋏
、
典
章
文
物
尚

未
浬
墜
。
執
知
諸
夏
之
不
若
夷
狄
。
然
夫
子
寧
捨
彼
而
取

此
。
則
聖
人
崇
拝
實
而
不
崇
文
之
意
、
可
見
芙
。
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近
人
宮
崎
市
定
（
一
九
○
一
〜
一
九
九
五
）
も
ま
た
同
様
な

解
釈
を
す
る
。

宮
崎
は
「
不
如
諸
夏
之
亡
也
」
を
「
諸
夏
の
亡
き
が
ご
と
く

な
ら
ず
」
と
読
み
、
君
の
存
在
す
る
夷
狄
を
無
君
の
夏
の
上
位

に
置
い
て
い
る
と
し
、
子
竿
篇
の
「
子
欲
居
九
夷
」
章
と
関
連

づ
け
て
読
む
べ
き
だ
と
す
る
。

孔
子
は
、
夷
狄
に
た
い
し
て
い
わ
れ
な
き
優
越
感
を
持
っ
て

臨
ん
だ
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
か
れ
が
「
道
不
行
、
乗
桴

浮
子
海
」
（
公
冶
長
）
と
冗
談
を
言
っ
た
こ
と
で
も
う
か
が
わ

れ
る
。
伊
藤
仁
斎
は
こ
こ
で
も
「
此
與
欲
居
九
夷
章
同
意
。
蓋

夫
子
之
素
志
也
。
當
時
君
昏
臣
騎
。
天
下
無
所
之
往
。
故
欲
乗

桴
浮
海
、
化
島
夷
之
民
、
以
爲
礼
義
之
俗
」
と
す
る
。
す
な
わ

ち
「
礼
義
」
は
地
理
的
な
意
味
で
の
「
中
国
」
に
お
い
て
の
み

行
わ
れ
る
「
俗
」
で
は
な
い
。
「
島
夷
」
に
お
い
て
も
行
わ
れ

る
こ
と
の
可
能
な
「
俗
」
な
の
で
あ
る
。

夷
狄
の
う
ち
に
も
「
礼
義
」
の
実
現
、
あ
る
い
は
実
現
の
可

能
性
を
み
よ
う
と
す
る
孔
子
の
志
向
は
、
子
竿
篇
に
「
子
欲
居

九
夷
。
或
日
、
晒
如
之
何
。
子
日
、
君
子
居
之
、
何
晒
之
有
」

と
あ
る
と
こ
ろ
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
の
章
に
つ
い
て
馬
融
は
「
君
子
所
居
則
化
」
と
解
釈
し
、

皇
疏
、
刑
疏
、
朱
子
も
ま
た
そ
れ
に
従
い
、
「
君
子
、
す
な
わ

ち
孔
子
が
夷
狄
の
地
に
行
け
ば
、
夷
狄
も
ま
た
文
明
化
さ
れ
る

の
だ
」
と
い
う
「
中
国
至
上
主
義
」
、
「
自
文
化
中
心
主
義
」
の

傾
向
を
帯
び
た
解
釈
を
す
る
。

こ
う
し
た
解
釈
に
た
い
し
、
伊
藤
仁
斎
は
以
下
の
よ
う
な
解

釈
を
す
る
。夷

狄
之
地
、
無
文
飾
之
偽
。
故
或
人
以
爲
晒
也
。
彼
九

夷
之
地
、
嘗
有
君
子
而
居
、
則
必
是
不
若
或
人
之
所
称
。

彼
所
謂
晒
者
、
反
是
忠
実
之
所
致
、
必
不
凡
随
也
。
・
・
・

夫
子
嘗
日
、
夷
狄
之
有
君
、
不
如
諸
夏
之
亡
也
。
由
此
見

之
、
夫
子
寄
心
於
九
夷
久
美
。
此
章
及
浮
海
之
歎
、
皆
非

偶
設
也
。
夫
天
之
所
覆
、
地
之
所
載
、
鉤
是
人
也
。
筍
有

礼
義
、
則
夷
即
華
也
。
無
礼
義
、
則
雌
華
不
免
於
為
夷
。

舜
生
於
東
夷
、
文
王
生
於
西
夷
。
無
嫌
其
為
夷
也
。
九
夷

雌
遠
、
固
不
外
乎
天
地
。
亦
有
乗
葬
之
性
。
況
朴
則
必
忠
、

華
則
多
偽
。
宜
夫
子
之
欲
居
之
也

こ
の
解
釈
に
従
え
ば
、
孔
子
は
当
時
の
「
諸
夏
」
の
文
化
状

況
に
不
満
を
持
ち
、
従
っ
て
あ
る
い
は
「
欲
乗
桴
浮
子
海
」
、

あ
る
い
は
「
欲
居
九
夷
」
の
で
あ
る
。
海
の
か
な
た
に
、
あ
る

い
は
「
九
夷
」
の
地
に
希
望
を
託
し
た
と
い
え
よ
う
ｌ
そ

の
こ
と
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
孟
子
に
「
舜
生
於
諸
鳩
、
遷
於

負
夏
、
卒
於
鳴
條
、
東
夷
之
人
也
。
文
王
生
於
岐
周
、
卒
於
畢
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郭
、
西
夷
之
人
也
」
（
「
孟
子
」
・
離
婁
上
）
と
あ
る
の
は
興
味

深
い
ｌ
・

孔
子
が
当
時
の
既
成
文
化
に
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

は
、
年
少
の
こ
ろ
の
「
入
大
廟
毎
事
問
」
（
八
伯
）
と
い
う
行

為
に
す
で
に
み
ら
れ
た
。
と
す
れ
ば
、
「
子
欲
居
九
夷
」
章
を

「
わ
た
し
が
九
夷
に
行
け
ば
、
随
な
る
地
も
文
明
の
地
に
か
わ

る
の
だ
」
と
解
釈
す
る
よ
り
も
「
九
夷
に
も
君
子
は
い
る
の
だ
。

九
夷
の
地
は
け
っ
し
て
随
で
は
な
い
」
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
前
者
の
解
釈
に
従
え
ば
、
孔
子
は
か
た
く
な
な

「
自
文
化
中
心
主
義
者
」
、
「
中
国
至
上
主
義
者
」
と
な
ろ
う
が
、

中
国
の
既
成
文
化
に
失
望
し
、
楚
の
地
で
「
隠
者
」
と
思
想
的

対
決
を
経
験
し
た
孔
子
は
、
こ
の
章
に
お
い
て
、
む
し
ろ
「
忠

実
」
に
し
て
「
朴
」
な
る
夷
狄
へ
希
望
を
託
し
た
と
解
釈
す
べ

き
、
す
な
わ
ち
仁
斎
の
解
釈
の
方
向
に
従
う
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。
孔
子
を
中
国
文
化
の
本
質
を
地
理
的
な
中
国
を
越
え
た

理
念
の
「
中
国
」
に
お
い
て
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
文
化
普
遍

主
義
者
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
論
語
」
の
夷
狄
に
関
連
す
る
章
に
み
ら
れ
る
孔
子
は
自
文

化
中
心
主
義
者
で
は
な
い
、
し
か
し
単
な
る
文
化
相
対
主
義
者

で
も
な
い
。
表
面
的
に
は
相
違
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
の
う
ち

に
周
の
文
化
に
内
在
す
る
普
遍
的
価
値
が
す
で
に
実
現
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
実
現
の
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

確
信
し
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
か
れ
は
普
遍
主
義
者
な
の
で
あ

ブ
（
》
Ｏ孔

子
の
こ
う
し
た
信
念
は
、
お
そ
ら
く
陳
、
察
、
葉
へ
の
周

遊
体
験
の
な
か
で
醸
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
れ
は
、
陳
、

察
で
「
隠
者
」
と
よ
ば
れ
る
人
々
と
の
思
想
上
の
対
決
を
経
験

し
た
・
葉
で
は
農
耕
民
と
異
な
る
牧
畜
民
の
倫
理
観
に
接
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
し
か
し
か
れ
は
文
化
相
対
主
義
と
い
う
迷

路
に
迷
い
込
ま
ず
、
ま
た
自
文
化
中
心
主
義
に
も
退
行
す
る
こ

と
な
く
、
周
文
化
に
内
在
す
る
普
遍
的
価
値
を
再
発
見
し
、
再

確
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
段
人
孔
子
の
周
文
化
体
験
、
楚
文
化
体

験
、
換
言
す
れ
ば
異
文
化
体
験
を
み
て
き
た
。

孔
子
は
、
そ
う
し
た
異
文
化
体
験
を
経
て
、
周
文
化
を
そ
の

始
原
に
お
い
て
と
ら
え
、
地
域
と
時
代
と
に
限
定
さ
れ
な
い
普

遍
文
化
と
し
て
の
価
値
を
周
文
化
の
な
か
に
再
確
認
し
た
。
周

文
化
が
普
遍
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
海
の
か
な
た
で
あ
っ
て
も
、

五
結
語
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九
夷
の
地
で
あ
っ
て
も
そ
れ
は
実
現
さ
れ
て
い
た
し
、
ま
た
実

現
さ
れ
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
孔
子
は
中
国
至
上
主
義
、
自
文
化
中
心
主
義
を
乗

り
越
え
、
し
か
も
文
化
相
対
主
義
を
乗
り
越
え
、
普
遍
文
化
の

担
い
手
、
自
覚
的
に
は
「
述
而
不
作
」
た
る
文
化
の
継
承
者
、

客
観
的
に
は
文
化
の
創
造
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
小
稿
は
二
○
○
九
年
十
月
、
中
国
河
南
省
平
頂
山
市
で
開

催
さ
れ
た
第
八
回
河
洛
文
化
国
際
研
討
会
に
お
い
て
大
会
講
演

し
た
中
文
原
稿
を
日
本
語
に
訳
し
、
す
こ
し
く
手
を
く
わ
え
た

も
の
で
あ
る
。
）


